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・お手持ちの建機を後付けでＩＣＴ化

・ローカライズ不要で取扱いが簡単

・高精度な施工を実現

・山間部や市街地でも活躍

　
　

方
か
ら
話
題
を
提
供
す
る

方
か
ら
話
題
を
提
供
す
る
形

で
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
く

で
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

ぜ
ひ
活
発
な
意
見
を
お
願

ぜ
ひ
活
発
な
意
見
を
お
願
い

し
た
い
」
と
呼
び
か
け
た

し
た
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

診
断
士
会
側
の
活
動
報

　
診
断
士
会
側
の
活
動
報
告

で
は
、
各
県
で
積
極
展
開

で
は
、
各
県
で
積
極
展
開
し

て
い
る
技
術
向
上
の
た
め

て
い
る
技
術
向
上
の
た
め
の

つ
に
立
っ
た
岡
田
副
会

つ
に
立
っ
た
岡
田
副
会
長

は
、
会
長
不
在
を
詫
び
た

は
、
会
長
不
在
を
詫
び
た
の

ち
、
「
第

ち
、
「
第
４
回
目
と
な
る

回
目
と
な
る
本

日
の
意
見
交
換
会
は
、
前

日
の
意
見
交
換
会
は
、
前
回

ま
で
の
内
容
を
引
き
継
ぎ

ま
で
の
内
容
を
引
き
継
ぎ
、

５
県
の
活
動
報
告
と
整
備

県
の
活
動
報
告
と
整
備
局

様
の
情
報
提
供
の
の
ち
、

様
の
情
報
提
供
の
の
ち
、
双

な
ど
の
事
業
を
報
告
し
た

な
ど
の
事
業
を
報
告
し
た
ほ

か
、
管
内
に
お
け
る
橋
梁

か
、
管
内
に
お
け
る
橋
梁
・

ト
ン
ネ
ル
の
状
況
や
点
検

ト
ン
ネ
ル
の
状
況
や
点
検
・

診
断
を
進
め
る
上
で
の
課

診
断
を
進
め
る
上
で
の
課
題

に
つ
い
て
も
情
報
交
換

に
つ
い
て
も
情
報
交
換
し

た
。会

に
は
、
整
備
局
か
ら

　
会
に
は
、
整
備
局
か
ら
西

岡
寿
雄
道
路
保
全
企
画
官

岡
寿
雄
道
路
保
全
企
画
官
、

板
谷
行
順
道
路
構
造
保

板
谷
行
順
道
路
構
造
保
全

官
、
山
本
順
也
道
路
構
造

官
、
山
本
順
也
道
路
構
造
保

全
官
ら
維
持
管
理
部
門
の

全
官
ら
維
持
管
理
部
門
の
幹

部
が
出
席
。

部
が
出
席
。
５
県
の
診
断

県
の
診
断
士

会
か
ら
は
、
広
島
県
の
岡

会
か
ら
は
、
広
島
県
の
岡
田

繁
之
副
会
長
（
橋
梁
調

繁
之
副
会
長
（
橋
梁
調
査

会
）
、
岡
山
県
の
海
野
達

会
）
、
岡
山
県
の
海
野
達
夫

会
長
（
エ
イ
ト
日
本
技
術

会
長
（
エ
イ
ト
日
本
技
術
開

発
）
、
山
口
県
の
瀬
原
洋

発
）
、
山
口
県
の
瀬
原
洋
一

会
長
（
ト
キ
ワ
コ
ン
サ
ル

会
長
（
ト
キ
ワ
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
）
、
島
根
県
の
松
浦

ン
ト
）
、
島
根
県
の
松
浦
寛

司
会
長
（
エ
イ
ト
日
本
技

司
会
長
（
エ
イ
ト
日
本
技
術

開
発
）
、
鳥
取
県
の
鶴
石

開
発
）
、
鳥
取
県
の
鶴
石
健

治
会
長
（
や
ま
こ
う
建
設

治
会
長
（
や
ま
こ
う
建
設
）

ら
正
副
会
長
級
が
参
集

ら
正
副
会
長
級
が
参
集
し

た
。所

用
で
欠
席
し
た
広
島

　
所
用
で
欠
席
し
た
広
島
県

の
竹
田
宣
典
会
長
（
広
島

の
竹
田
宣
典
会
長
（
広
島
工

業
大
学
）
の
代
理
で
あ
い

業
大
学
）
の
代
理
で
あ
い
さ

中
国
地
方
整
備
局
と
中

　
中
国
地
方
整
備
局
と
中
国

５
県
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診

県
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断

士
会
に
よ
る
意
見
交
換
会

士
会
に
よ
る
意
見
交
換
会
が

９
月
　
日
、
合
同
庁
舎
内

日
、
合
同
庁
舎
内
で
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開
か
れ
た
。
会
合
で
は
、

開
か
れ
た
。
会
合
で
は
、
各

診
断
士
会
が
個
別
に
展
開

診
断
士
会
が
個
別
に
展
開
し

て
い
る
技
術
研
修
会
や
外

て
い
る
技
術
研
修
会
や
外
部

へ
の
講
師
派
遣
、
診
断
士

へ
の
講
師
派
遣
、
診
断
士
育

成
に
向
け
た
受
験
対
策
講

成
に
向
け
た
受
験
対
策
講
座

老朽化状況や最新事例を共有
第4回意見交換会開く
整備局と5県診断士会

け
、〈
広
島
駅
前
〉（
南
区
松

け
、〈
広
島
駅
前
〉（
南
区
松
原

町
、　
室
）
と
〈
広
島
駅
前

室
）
と
〈
広
島
駅
前
大
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橋
〉（
南
区
京
橋
町
、

橋
〉（
南
区
京
橋
町
、
７
２
７
２
７

室
）
、〈
広
島
駅
前
新
幹
線
口

室
）
、〈
広
島
駅
前
新
幹
線
口
〉

（
東
区
上
大
須
賀
町
、

（
東
区
上
大
須
賀
町
、
２
９
２
９
４

室
）
を
展
開
し
て
い
る
。こ

室
）
を
展
開
し
て
い
る
。こ
の

う
ち
、〈
広
島
駅
前
〉
に
つ

う
ち
、〈
広
島
駅
前
〉
に
つ
い

て
は
今
回
の
開
業
に
あ
わ

て
は
今
回
の
開
業
に
あ
わ
せ

て
営
業
を
一
旦
終
了
。
隣

て
営
業
を
一
旦
終
了
。
隣
接

す
る
ホ
テ
ル
サ
ン
パ
レ
ス

す
る
ホ
テ
ル
サ
ン
パ
レ
ス
と

一
体
的
に
開
発
し
、
客
室

一
体
的
に
開
発
し
、
客
室
数

を
２
２
１

２
２
１
室
に
増
や
し
て

室
に
増
や
し
て
再

オ
ー
プ
ン
す
る
計
画
だ

オ
ー
プ
ン
す
る
計
画
だ
。

さ
ら
に
、

　
さ
ら
に
、
４
年
後
の
開

年
後
の
開
業

を
目
指
す
高
層
タ
ワ
ー
型

を
目
指
す
高
層
タ
ワ
ー
型
の

〈
広
島
駅
前
タ
ワ
ー
〉
（
南

〈
広
島
駅
前
タ
ワ
ー
〉
（
南
区

松
原
町
、

松
原
町
、
６
０
０

６
０
０
室
）
の

室
）
の
建

設
も
進
め
て
い
て
、
完
成

設
も
進
め
て
い
て
、
完
成
す

れ
ば
れ
ば
５
ホ
テ
ル
で
総
客
室

ホ
テ
ル
で
総
客
室
数

２
０
８
４

２
０
８
４
室
体
制
が
整
う

室
体
制
が
整
う
こ

と
に
な
る

と
に
な
る
。

同
社
で
は
マ
ツ
ダ
ス
タ

　
同
社
で
は
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ

ア
ム
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
の

ア
ム
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
の
良

さ
や
新
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ

さ
や
新
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア

ム
の
完
成
な
ど
で
今
後
も

ム
の
完
成
な
ど
で
今
後
も
ス

ポ
ー
ツ
や
レ
ジ
ャ
ー
の
需

ポ
ー
ツ
や
レ
ジ
ャ
ー
の
需
要

が
高
ま
る
こ
と
を
見
込
み

が
高
ま
る
こ
と
を
見
込
み
、

ド
ミ
ナ
ン
ト
戦
略
（
集
中

ド
ミ
ナ
ン
ト
戦
略
（
集
中
出

店
）
に
よ
る
さ
ら
な
る
集

店
）
に
よ
る
さ
ら
な
る
集
客

を
狙
う

を
狙
う
。

典
が
開
か
れ
、
記
者
会
見

典
が
開
か
れ
、
記
者
会
見
し

た
元
谷
社
長
は
「
地
元
に

た
元
谷
社
長
は
「
地
元
に
根

差
し
た
ホ
テ
ル
と
し
て
長

差
し
た
ホ
テ
ル
と
し
て
長
く

愛
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
い

愛
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
」
と
意
気
込
み
を
話

た
い
」
と
意
気
込
み
を
話
し

た
。
　
ア
パ
グ
ル
ー
プ
は
、
駅

ア
パ
グ
ル
ー
プ
は
、
駅
周

辺
を
重
点
エ
リ
ア
と
位
置

辺
を
重
点
エ
リ
ア
と
位
置
付

そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
た

そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
た
。

建
設
地
は
南
区
荒
神
町

　
建
設
地
は
南
区
荒
神
町
１

―
２
ほ
か
の
敷
地
約

ほ
か
の
敷
地
約
６
１
６
１
０

釈
で
、
Ｊ
Ｒ
広
島
駅
南
口

で
、
Ｊ
Ｒ
広
島
駅
南
口
と

マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
の
中

マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
の
中
間

に
位
置
し
、
い
ず
れ
も
徒

に
位
置
し
、
い
ず
れ
も
徒
歩

５
分
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る

分
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。

　
１
日
に
は
現
地
で
記
念

日
に
は
現
地
で
記
念
式

ア
パ
グ
ル
ー
プ
（
東
京

　
ア
パ
グ
ル
ー
プ
（
東
京
・

港
区
、
元
谷
一
志
社
長
兼

港
区
、
元
谷
一
志
社
長
兼
Ｃ

Ｅ
Ｏ
）
の
広
島
市
内

Ｅ
Ｏ
）
の
広
島
市
内
４
棟
目

と
な
る
「
ア
パ
ホ
テ
ル
〈

と
な
る
「
ア
パ
ホ
テ
ル
〈
広

島
駅
前
ス
タ
ジ
ア
ム
口
〉
」

島
駅
前
ス
タ
ジ
ア
ム
口
〉
」
が

１
日
、
Ｊ
Ｒ
広
島
駅
と
マ

日
、
Ｊ
Ｒ
広
島
駅
と
マ
ツ

ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
を
結
ぶ
「

ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
を
結
ぶ
「
カ

ー
プ
ロ
ー
ド
」
沿
い
に
オ

ー
プ
ロ
ー
ド
」
沿
い
に
オ
ー

プ
ン
し
た

プ
ン
し
た
。

建
物
は
Ｓ
造
地

　
建
物
は
Ｓ
造
地
上
　
階
建
階
建
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延
べ
約

延
べ
約
４
３
９

４
３
９
０
釈
（
建
築

（
建
築

面
積
約

面
積
約
３
７
３
７
０
釈
）
規
模
で
、

）
規
模
で
、

客
室
数
は

客
室
数
は
２
４
２

２
４
２
室
を
室
を
備

え
、
レ
ス
ト
ラ
ン
・
機
械

え
、
レ
ス
ト
ラ
ン
・
機
械
式

駐
車
場
も
併
設
す
る
。
カ

駐
車
場
も
併
設
す
る
。
カ
ー

プ
カ
ラ
ー
に
ち
な
み
、
全

プ
カ
ラ
ー
に
ち
な
み
、
全
国

で
初
め
て
ゲ
ー
ト
を
赤
色

で
初
め
て
ゲ
ー
ト
を
赤
色
に

し
た
ほ
か
、
ル
ー
ム
キ
ー

し
た
ほ
か
、
ル
ー
ム
キ
ー
や

玄
関
マ
ッ
ト
な
ど
多
く
の

玄
関
マ
ッ
ト
な
ど
多
く
の
館

内
備
品
に
も
赤
色
を
採
用

内
備
品
に
も
赤
色
を
採
用
し

た
。設

計
は
Ｉ
Ａ
Ｏ
竹
田

　
設
計
は
Ｉ
Ａ
Ｏ
竹
田
設

計
、
施
工
は
熊
谷
組
・
今

計
、
施
工
は
熊
谷
組
・
今
井

産
業
Ｊ
Ｖ
、
デ
ザ
イ
ン
監

産
業
Ｊ
Ｖ
、
デ
ザ
イ
ン
監
修

は
辻
本
デ
ザ
イ
ン
事
務
所

は
辻
本
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
が

アパホテル

カ
ー
プ
ロ
ー
ド
沿
い
に
開
業

地
元
に
根
差
し
た
ホ
テ
ル
に

テープカットのもよう

５
３
５
３
カ
所
で
、
Ⅲ

カ
所
で
、
Ⅲ
が
　

カ
7979

所
、
Ⅳ
は
ゼ
ロ
だ
っ
た

所
、
Ⅳ
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
。

自
治
体
管
理
分
の
措
置

　
自
治
体
管
理
分
の
措
置
状

況
で
は
、

況
で
は
、
１
巡
目
で
対
策

巡
目
で
対
策
が

必
要
と
判
定
さ
れ
た
橋
梁

必
要
と
判
定
さ
れ
た
橋
梁
２

０
３
８

０
３
８
カ
所
の
う
ち
、
期

カ
所
の
う
ち
、
期
限

の
　
年
度
末
ま
で
に
完
了

年
度
末
ま
で
に
完
了
し

2323
た
の
た
の
は
　
％
の
％
の
１
２
２
２

１
２
２
２
カ

6060

所
。
ト
ン
ネ
ル

所
。
ト
ン
ネ
ル
は
　
カ
所
の

カ
所
の

5555

う
ち
　
％
に
当
た

％
に
当
た
る
　
カ
所
カ
所

9696

5353

で
終
え
た

で
終
え
た
。

　
２
巡
目
で
は
橋
梁

巡
目
で
は
橋
梁
１
８
１
８
２

２
カ
所
の
う
ち

カ
所
の
う
ち
４
６
１

４
６
１
カ
所

（
　
％
）
で
対
策
済
み
。

％
）
で
対
策
済
み
。
ト

2525
ン
ネ
ン
ネ
ル
　
カ
所
に
対

カ
所
に
対
し
　
カ

2626

1616

所
（
　
％
）
で
完
了
し
て

％
）
で
完
了
し
て
い

6262

る
。道

路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会

　
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
議

は
岡
山
国
道
事
務
所
を
は

は
岡
山
国
道
事
務
所
を
は
じ

め
、
岡
山
県
や
市
町
村
、

め
、
岡
山
県
や
市
町
村
、
高

速
道
路
会
社
で
構
成

速
道
路
会
社
で
構
成
。　

年
1414

５
月
の
設
立
か
ら
年

月
の
設
立
か
ら
年
２
～
３

回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
さ
れ

回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
て

い
る会

長
を
務
め
る
岡
山
国

　
会
長
を
務
め
る
岡
山
国
道

事
務
所
の
樋
口
恒
一
郎
所

事
務
所
の
樋
口
恒
一
郎
所
長

は
会
合
で
「
道
路
メ
ン
テ

は
会
合
で
「
道
路
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
は
、
道
路
管
理
者
が

ン
ス
は
、
道
路
管
理
者
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
必

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。
各
管
理
者
に
は

が
あ
る
。
各
管
理
者
に
は
引

き
続
き
、
よ
り
効
率
的
な

き
続
き
、
よ
り
効
率
的
な
点

検
・
修
繕
に
努
め
て
も
ら

検
・
修
繕
に
努
め
て
も
ら
い

た
い
」
な
ど
と
話
し
た

た
い
」
な
ど
と
話
し
た
。

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報
告

さ
れ
た

さ
れ
た
。

国
交
省
に
よ
る
と
、
県

　
国
交
省
に
よ
る
と
、
県
内

の
点
検
状
況

の
点
検
状
況
（
　
～
　

年

1414

2323

度
）
は
、
橋
梁

度
）
は
、
橋
梁
３
万
３
２
３
２
４

０
カ
所
の
う
ち
、
Ⅲ
が

カ
所
の
う
ち
、
Ⅲ
が
２
０

７
０
７
０
カ
所
、
Ⅳ

カ
所
、
Ⅳ
が
　
カ
所
あ

カ
所
あ

1717

る
と
判
定
。
ト
ン
ネ
ル
は

る
と
判
定
。
ト
ン
ネ
ル
は
２

Ⅳ
（
緊
急
措
置
状
態
）
と

Ⅳ
（
緊
急
措
置
状
態
）
と
判

定
さ
れ
た
施
設
に
対
す
る

定
さ
れ
た
施
設
に
対
す
る
対

応
状
況
や
、

応
状
況
や
、
２
巡
目
点
検

巡
目
点
検
の

結
果
な
ど
が
示
さ
れ
た
。

結
果
な
ど
が
示
さ
れ
た
。
担

当
者
は
着
実
に
対
策
が
進

当
者
は
着
実
に
対
策
が
進
ん

で
い
る
と
説
明
す
る
一
方

で
い
る
と
説
明
す
る
一
方
、

大
部
分
を
占
め
る
自
治
体

大
部
分
を
占
め
る
自
治
体
が

管
理
す
る
施
設
で
対
策
が

管
理
す
る
施
設
で
対
策
が
遅

県
内
の
道
路
管
理
者
に

　
県
内
の
道
路
管
理
者
に
よ

る
「
岡
山
県
道
路
メ
ン
テ

る
「
岡
山
県
道
路
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
会
議
」
が
こ
の
ほ
ど

ン
ス
会
議
」
が
こ
の
ほ
ど
、

国
土
交
通
省
岡
山
国
道
事

国
土
交
通
省
岡
山
国
道
事
務

所
（
岡
山
市
北
区
）
で
開

所
（
岡
山
市
北
区
）
で
開
か

れ
た
。
道
路
施
設
に
つ
い

れ
た
。
道
路
施
設
に
つ
い
て

５
年
に
年
に
１
度
の
点
検
が
義

度
の
点
検
が
義
務

化
さ
れ
て
以
降
、
今
年
度

化
さ
れ
て
以
降
、
今
年
度
か

ら
３
巡
目
に
入
る
。
各
管

巡
目
に
入
る
。
各
管
理

者
間
で
こ
れ
ま
で
の
取
り

者
間
で
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
や
課
題
を
共
有
し
、
効

み
や
課
題
を
共
有
し
、
効
果

的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
在

的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
在
り

方
に
つ
い
て
議
論
し
た

方
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

　
２
０
１
２

２
０
１
２
年
に
起
き
た

年
に
起
き
た
中

央
自
動
車
道
笹
子
ト
ン
ネ

央
自
動
車
道
笹
子
ト
ン
ネ
ル

（
山
梨
県
）
の
天
井
落
下

（
山
梨
県
）
の
天
井
落
下
事

故
を
き
っ
か
け
に
橋
梁
や

故
を
き
っ
か
け
に
橋
梁
や
ト

ン
ネ
ル
な
ど
全
施
設
を

ン
ネ
ル
な
ど
全
施
設
を
５
年

か
け
て
点
検
す
る
こ
と
に

か
け
て
点
検
す
る
こ
と
に
な

り
、　

～
　

年
度
に

年
度
に
１
巡

1414

1818

目
、　

～
　
年
度
に

年
度
に
２
巡
目

1919

2323

の
点
検
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施

の
点
検
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し

た
。会

合
で
は
、
最
新
の
メ

　
会
合
で
は
、
最
新
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
年
報
を
も
と
に

テ
ナ
ン
ス
年
報
を
も
と
に
１

巡
目
で
修
繕
、
撤
去
が
必

巡
目
で
修
繕
、
撤
去
が
必
要

な
Ⅲ
（
早
期
措
置
状
態
）

な
Ⅲ
（
早
期
措
置
状
態
）
・

岡山道路
メンテ会議

3
巡
目
点
検
へ
情
報
共
有

管
理
者
一
体
の
取
り
組
み
を

会議のもよう

本
・
実
施
設
計
な
ど
に
着

本
・
実
施
設
計
な
ど
に
着
手

す
る
。
町
で
は
、
年
度
内

す
る
。
町
で
は
、
年
度
内
で

設
計
を
ま
と
め
、
来
年
度

設
計
を
ま
と
め
、
来
年
度
か

定
住
促
進
団
地
」
の
整
備

定
住
促
進
団
地
」
の
整
備
に

つ
い
て
、
広
建
コ
ン
サ
ル

つ
い
て
、
広
建
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ツ
で
宅
地
造
成
に
伴
う

ン
ツ
で
宅
地
造
成
に
伴
う
基

広
島
県
神
石
高
原
町
は

　
広
島
県
神
石
高
原
町
は
、

今
年
度
か
ら
新
規
事
業
と

今
年
度
か
ら
新
規
事
業
と
し

て
進
め
る
「
井
関
地
区
第

て
進
め
る
「
井
関
地
区
第
２

神石高原町

広
建
で
宅
地
造
成
設
計

井
関
地
区
第
2
定
住
促
進
団
地

　
大
本
大
本
組

　
ɹ
月
1
日

1010

兼
広
島
支
店
土
木
部
長

　
兼
広
島
支
店
土
木
部
長
、

岡
山
支
店
土
木
部
長
兼
四

岡
山
支
店
土
木
部
長
兼
四
国

支
店
土
木
部
長
前
田
敏

支
店
土
木
部
長
前
田
敏
幸

　

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン

サ
ル
タ
ン

サ
ル
タ
ン
ツ
　
ɹ
月
1
日

1010

中
国
支
社
長
（
営
業
本

　
中
国
支
社
長
（
営
業
本
部

長
）
執
行
役
員
館
田
剛

長
）
執
行
役
員
館
田
剛
志

　
　

　　

人
事
異

人
事
異
動動

ら
造
成
工
事
を
進
め
る
予

ら
造
成
工
事
を
進
め
る
予
定

だ
。計

画
に
よ
る
と
、
造
成

　
計
画
に
よ
る
と
、
造
成
す

る
宅
地
面
積
は

る
宅
地
面
積
は
２
１
０

２
１
０
０
釈

（
井
関
）
。
同
社
が
受
託
す

（
井
関
）
。
同
社
が
受
託
す
る

「
公
営
住
宅
建
設
事
業
井

「
公
営
住
宅
建
設
事
業
井
関

地
区
第

地
区
第
２
定
住
促
進
団
地

定
住
促
進
団
地
測

量
調
査
設
計
業
務
」
で
は

量
調
査
設
計
業
務
」
で
は
、

基
本
・
実
施
設
計
の
ほ
か

基
本
・
実
施
設
計
の
ほ
か
、

進
入
路

進
入
路
１
０
０

１
０
０
ｍ
の
設
計

ｍ
の
設
計
に

加
え
、
路
線
・
用
地
・
流

加
え
、
路
線
・
用
地
・
流
末

河
川
測
量
や
、

河
川
測
量
や
、
２
カ
所
で

カ
所
で
ボ

ー
リ
ン
グ
調
査
な
ど
を

ー
リ
ン
グ
調
査
な
ど
を
行

う
。
履
行
期
限
は
来
年

う
。
履
行
期
限
は
来
年
３
月

末
ま
で
。
来
年
度
以
降
の

末
ま
で
。
来
年
度
以
降
の
事

業
費
に
つ
い
て
は
、
設
計

業
費
に
つ
い
て
は
、
設
計
前

段
階
で

段
階
で
８
億
円
（
工
事
費

億
円
（
工
事
費
７

億
円
、
委
託
料

億
円
、
委
託
料
１
億
円
）

億
円
）
を

見
込
ん
で
い
る

見
込
ん
で
い
る
。

町
で
は
昨
年
度
、
Ｐ
Ｐ

　
町
で
は
昨
年
度
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ

／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
活
用
を
想
定
し

／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
活
用
を
想
定
し
た

導
入
可
能
性
調
査
（
Ｖ
Ｆ

導
入
可
能
性
調
査
（
Ｖ
Ｆ
Ｍ

算
定
）
を
行
い
、
検
討
を

算
定
）
を
行
い
、
検
討
を
進

め
た
が
、
検
討
の
結
果
民

め
た
が
、
検
討
の
結
果
民
間

主
体
に
よ
る
開
発
を
断
念

主
体
に
よ
る
開
発
を
断
念
。

町
営
に
よ
る
団
地
整
備
を

町
営
に
よ
る
団
地
整
備
を
決

め
、
今
年
度
当
初
で
委
託

め
、
今
年
度
当
初
で
委
託
料

各
種
研
修
会
や
現
場
見

各
種
研
修
会
や
現
場
見
学

会
、
行
政
等
へ
の
講
師

会
、
行
政
等
へ
の
講
師
派

遣
、
さ
ら
に
は
診
断
士
育

遣
、
さ
ら
に
は
診
断
士
育
成

に
向
け
た
受
験
対
策
講
座

に
向
け
た
受
験
対
策
講
座
や

高
校
へ
の
出
前
講
座
な
ど

高
校
へ
の
出
前
講
座
な
ど
の

事
業
を
紹
介

事
業
を
紹
介
。

続
く
整
備
局
側
か
ら
の

　
続
く
整
備
局
側
か
ら
の
情

報
提
供
で
は
、
管
内
橋
梁

報
提
供
で
は
、
管
内
橋
梁
・

ト
ン
ネ
ル
の
老
朽
化
の
状

ト
ン
ネ
ル
の
老
朽
化
の
状
況

の
ほ
か
、
各
道
路
管
理
者

の
ほ
か
、
各
道
路
管
理
者
に

よ
る
点
検
・
補
修
の
進
捗

よ
る
点
検
・
補
修
の
進
捗
状

況
な
ど
を
報
告
。
再
劣
化

況
な
ど
を
報
告
。
再
劣
化
に

関
す
る
最
新
事
例
な
ど
も

関
す
る
最
新
事
例
な
ど
も
共

有
し
た

有
し
た
。

ま
た
、
双
方
か
ら
の
話

　
ま
た
、
双
方
か
ら
の
話
題

提
供
で
は
、
Ａ
Ｉ
技
術
活

提
供
で
は
、
Ａ
Ｉ
技
術
活
用

の
展
望
、
診
断
士
資
格
保

の
展
望
、
診
断
士
資
格
保
有

に
よ
る
施
工
者
サ
イ
ド
の

に
よ
る
施
工
者
サ
イ
ド
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
再
劣
化

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
再
劣
化
の

要
因
な
ど
に
つ
い
て
も
議

要
因
な
ど
に
つ
い
て
も
議
論

が
及
び
、
診
断
士
会
側
が

が
及
び
、
診
断
士
会
側
が
さ

ら
な
る
技
術
向
上
の
た
め

ら
な
る
技
術
向
上
の
た
め
、

こ
の
日
紹
介
さ
れ
た
デ
ー

こ
の
日
紹
介
さ
れ
た
デ
ー
タ

等
の
開
示
を
求
め
た
こ
と

等
の
開
示
を
求
め
た
こ
と
に

は
、
「
出
せ
る
も
の
は
出

は
、
「
出
せ
る
も
の
は
出
し

て
い
き
た
い
」
と
応
じ
た

て
い
き
た
い
」
と
応
じ
た
。

東
小
改
築
基
本
計
画
及

東
小
改
築
基
本
計
画
及
びび 

設設
計計

基基
本本

実実
施施

海田町プロポ

単
体
・
Ｊ
Ｖ
対
象
に

月

日
ま

単
体
・
Ｊ
Ｖ
対
象
に
㮇
月
㮇
日
ま
でで

1010

1515

　
広
島
県
海
田
町
は

広
島
県
海
田
町
は
１
日
、
「
海
田
東
小
学
校
校
舎
建
替
基
本
計
画
策
定
及
び
基
本
・
実
施
設
計
業
務
」
に
係
る

日
、
「
海
田
東
小
学
校
校
舎
建
替
基
本
計
画
策
定
及
び
基
本
・
実
施
設
計
業
務
」
に
係
る
公

募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
公
示
し
た
。
単
体
企
業
ま
た
は

募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
公
示
し
た
。
単
体
企
業
ま
た
は
２
者
Ｊ
Ｖ
を
対
象
に

月

日
ま
で
参
加
表
明
書
を
受

者
Ｊ
Ｖ
を
対
象
に
　
月
　
日
ま
で
参
加
表
明
書
を
受
け

1010

1515

付
け
、
第

付
け
、
第
１
次
審
査
で

次
審
査
で
５
者
程
度
を
選
定
。

月

日
ま
で
技
術
提
案
書
の
提
出
を
求
め
、

日
の
公
開
ヒ
ア

者
程
度
を
選
定
。　

月
　
日
ま
で
技
術
提
案
書
の
提
出
を
求
め
、　

日
の
公
開
ヒ
ア
リ

1111

1212

1919

ン
グ
を
経
て
同
下
旬
に
審
査
結
果
を
発
表
す
る
。
今
回
の
業
務
に
係
る
参
考
業
務
価
格
は

ン
グ
を
経
て
同
下
旬
に
審
査
結
果
を
発
表
す
る
。
今
回
の
業
務
に
係
る
参
考
業
務
価
格
は
１
億
９
１
０
０

９
１
０
０
万
円
（

万
円
（
税

別
）
。
総
事
業
費
は
概
算
で
約

億
円
と
試
算
す
る

別
）
。
総
事
業
費
は
概
算
で
約
　
億
円
と
試
算
す
る
。

4040

　
今
回
の
業
務
で
は
、
仮
設

今
回
の
業
務
で
は
、
仮
設
を

含
む
校
舎
配
置
や
規
模
等

含
む
校
舎
配
置
や
規
模
等
の

検
討
、
概
算
事
業
費
の
策
定

検
討
、
概
算
事
業
費
の
策
定
、

敷
地
測
量
調
査
な
ど
の
基

敷
地
測
量
調
査
な
ど
の
基
本

計
画
策
定
業
務
に
加
え
、

計
画
策
定
業
務
に
加
え
、
建

築
（
総
合
・
構
造
）
設
計
に

築
（
総
合
・
構
造
）
設
計
に
関

す
る
基
本
・
実
施
設
計
、

す
る
基
本
・
実
施
設
計
、
電

気
・
機
械
設
備
に
関
す
る

気
・
機
械
設
備
に
関
す
る
基

本
・
実
施
設
計
、さ
ら
に
は

本
・
実
施
設
計
、さ
ら
に
は
地

質
調
査
業
務
な
ど
を
主
な

質
調
査
業
務
な
ど
を
主
な
内

容
と
す
る
。
履
行
期
間
は

容
と
す
る
。
履
行
期
間
は
２

０
２
７

０
２
７
年
３
月

日
ま
で

月
　
日
ま
で
。

3131

主
な
参
加
資
格
は
、
広

　
主
な
参
加
資
格
は
、
広
島

県
内
に
本
店
か
支
店
が
あ

県
内
に
本
店
か
支
店
が
あ
る

単
体
企
業
、
ま
た
は
同
企

単
体
企
業
、
ま
た
は
同
企
業

を
含
む

を
含
む
２
者
に
よ
る
Ｊ
Ｖ

者
に
よ
る
Ｊ
Ｖ
。

町
に
お
け
る
建
築
関
係
建

町
に
お
け
る
建
築
関
係
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
業
務
分

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
業
務
分
野

の
競
争
入
札
参
加
資
格
認

の
競
争
入
札
参
加
資
格
認
定

を
受
け
て
い
る
こ
と
―
な
ど

を
受
け
て
い
る
こ
と
―
な
ど
。

　
各
参
加
者
の
提
案
は
教

各
参
加
者
の
提
案
は
教
育

委
員
会
事
務
局
学
校
教
育

委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
課

（
電
話

（
電
話
０
８
２

０
８
２
―
８
２
３

８
２
３
―

９
２
１
６

９
２
１
６
）で
持
参
・
郵
送

）で
持
参
・
郵
送
に

よ
り
受
け
付
け
、
外
部
有

よ
り
受
け
付
け
、
外
部
有
識

者
や
県
・
町
の
幹
部
職
員
ら

者
や
県
・
町
の
幹
部
職
員
ら
で

構
成
す
る
審
査
委
員
会
で

構
成
す
る
審
査
委
員
会
で
審

査
。
参
加
者
の
実
績
や
実

査
。
参
加
者
の
実
績
や
実
施

方
針
等
に
関
す
る
提
案
に

方
針
等
に
関
す
る
提
案
に
加

え
、
基
本
構
想
で
掲
げ
た
「

え
、
基
本
構
想
で
掲
げ
た
「
学

び
の
中
心
と
な
る
学
校
図

び
の
中
心
と
な
る
学
校
図
書

館
の
整
備
」「
快
適
で
温
か

館
の
整
備
」「
快
適
で
温
か
み

の
あ
る
空
間
の
整
備
」「
誰

の
あ
る
空
間
の
整
備
」「
誰
も

が
直
感
的
に
分
か
り
や
す

が
直
感
的
に
分
か
り
や
す
い

ア
プ
ロ
ー
チ
・
サ
イ
ン
計
画

ア
プ
ロ
ー
チ
・
サ
イ
ン
計
画
」

「
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た

「
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
維

持
管
理
の
し
や
す
い
施
設

持
管
理
の
し
や
す
い
施
設
整

備
」「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

備
」「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を

育
む
施
設
整
備
」
を
重
点

育
む
施
設
整
備
」
を
重
点
項

目
と
し
て
評
価
す
る

目
と
し
て
評
価
す
る
。

　
事
業
は
、
海
田
東
小
学

事
業
は
、
海
田
東
小
学
校

（
同
町
浜
角
、
敷
地
面
積

（
同
町
浜
角
、
敷
地
面
積
１
万

４
８
２
３

４
８
２
３
釈
）
の
老
朽
化

）
の
老
朽
化
等

に
伴
い
、
本
館
（
Ｒ
Ｃ
造

に
伴
い
、
本
館
（
Ｒ
Ｃ
造
３

階
建
延
べ

階
建
延
べ
２
９
７
３

２
９
７
３
釈
）
、
）
、
新

館
（
Ｒ
Ｃ
造

館
（
Ｒ
Ｃ
造
３
階
建
延
べ

階
建
延
べ
１

３
８
５

３
８
５
釈
）
、
給
食
室
（
Ｓ

）
、
給
食
室
（
Ｓ
造

平
屋
建

平
屋
建
２
７
３

２
７
３
釈
）
を
敷

）
を
敷
地

内
で
一
体
的
に
建
替
え
、

内
で
一
体
的
に
建
替
え
、
Ｒ

Ｃ
造
Ｃ
造
４
階
建
延
べ

階
建
延
べ
６
０
０

６
０
０
０

釈
程
度
の
新
校
舎
の
建
設

程
度
の
新
校
舎
の
建
設
を

目
指
す
も
の

目
指
す
も
の
。

　
新
校
舎
内
に
整
備
す
る

新
校
舎
内
に
整
備
す
る
給

食
室
は
他
校
へ
の
配
送
も

食
室
は
他
校
へ
の
配
送
も
想

定
し
て
最
大

定
し
て
最
大
１
６
０
０

１
６
０
０
食
に

設
定
し
、
近
接
す
る
町
民

設
定
し
、
近
接
す
る
町
民
セ

ン
タ
ー
内
に
あ
る
児
童
ク

ン
タ
ー
内
に
あ
る
児
童
ク
ラ

ブ
も
新
校
舎
に
移
設
す
る

ブ
も
新
校
舎
に
移
設
す
る
。

既
存
の
体
育
館
（
Ｒ
Ｃ
・

既
存
の
体
育
館
（
Ｒ
Ｃ
・
Ｓ

造
平
屋
建

造
平
屋
建
８
４
９

８
４
９
釈
）
及
）
及
び

屋
外
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は

屋
外
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

今
回
の
建
替
え
の
対
象
に

今
回
の
建
替
え
の
対
象
に
含

め
ず
、
体
育
館
と
新
校
舎

め
ず
、
体
育
館
と
新
校
舎
を

接
続
す
る
渡
り
廊
下
の
整

接
続
す
る
渡
り
廊
下
の
整
備

を
予
定
す
る

を
予
定
す
る
。

　
事
業
者
特
定
後
の
ス
ケ

事
業
者
特
定
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
、

月
頃
か
ら

ュ
ー
ル
は
、　

月
頃
か
ら
業

1111

務
に
着
手
し
た
の
ち
、

務
に
着
手
し
た
の
ち
、　

年
2525

３
月
ま
で
に
基
本
計
画
、

月
ま
で
に
基
本
計
画
、　
1010

月
ま
で
に
基
本
設
計
、

月
ま
で
に
基
本
設
計
、　

年
2727

３
月
末
ま
で
に
実
施
設
計

月
末
ま
で
に
実
施
設
計
を

完
成
さ
せ
る
見
通
し
。

完
成
さ
せ
る
見
通
し
。
４
月

か
ら
新
校
舎
建
設
工
事
に

か
ら
新
校
舎
建
設
工
事
に
着

工
し
、

カ
月
程
度
の
工

工
し
、　

カ
月
程
度
の
工
期

2323

を
経
て

年

を
経
て
　
年
４
月
の
供
用

月
の
供
用
開

2929

始
を
見
込
ん
で
い
る

始
を
見
込
ん
で
い
る
。

ン
）
」
を
配
置
。
キ
ャ
ン
パ

ン
）
」
を
配
置
。
キ
ャ
ン
パ
ス

と
小
松
安
弘
記
念
館
を
有

と
小
松
安
弘
記
念
館
を
有
機

的
に
つ
な
ぐ
と
と
も
に
、

的
に
つ
な
ぐ
と
と
も
に
、
福

山
み
な
と
公
園
と
の
動
線

山
み
な
と
公
園
と
の
動
線
を

確
保
し
、
地
域
と
の
融
合

確
保
し
、
地
域
と
の
融
合
・

調
和
を
図
る

調
和
を
図
る
。

総
事
業
費

　
総
事
業
費
は
　
億
６
０
０

６
０
０

3434

０
万
円
を
見
込
ん
で
お
り

万
円
を
見
込
ん
で
お
り
、

設
計
・
施
工
な
ど
を
含
む

設
計
・
施
工
な
ど
を
含
む
建

設
工
事
費
の
他
に
、
用
地

設
工
事
費
の
他
に
、
用
地
取

得
に
得
に
１
億
７
０
０
０

７
０
０
０
万
円
万
円
、

計
画
策
定
支
援
や
備
品
等

計
画
策
定
支
援
や
備
品
等
の

整
備
に

整
備
に
３
億
７
０
０
０

７
０
０
０
万
円

を
投
じ
る

を
投
じ
る
。

参
加
資
格
の
可
否
は
、

　
参
加
資
格
の
可
否
は
、
代

表
企
業

表
企
業
に
　
月
　
日
に
通

日
に
通
知

1010

2424

し
、
同

し
、
同
月
　
・
　

日
で
現

日
で
現
地

2828

2929

調
査
を
実
施
。
個
別
対
話

調
査
を
実
施
。
個
別
対
話
は

　
月
７
日
に
行
う
。
プ
レ

日
に
行
う
。
プ
レ
ゼ

1111ン
は
、
来
年

ン
は
、
来
年
１
月
　
日
ま
た

日
ま
た

1414

は
　
日
を
予
定
。
プ
レ
ゼ

日
を
予
定
。
プ
レ
ゼ
ン

1515
後
に
開
札
し
、
委
員

後
に
開
札
し
、
委
員
８
人
で

構
成
す
る
審
査
委
員
会
（

構
成
す
る
審
査
委
員
会
（
渡

辺
健
次
委
員
長
＝
同
大
学

辺
健
次
委
員
長
＝
同
大
学
長

特
命
教
授
）
に
よ
る
審
査

特
命
教
授
）
に
よ
る
審
査
を

経
て
、

経
て
、
１
月
下
旬
に
落
札

月
下
旬
に
落
札
者

を
決
定
す
る
方
針

を
決
定
す
る
方
針
。

担
当
は
、
事
務
局
経
営

　
担
当
は
、
事
務
局
経
営
企

画
課
（
直
通
電
話

画
課
（
直
通
電
話
０
８
４

０
８
４
―

９
２
８

９
２
８
―
１
０
４
４

１
０
４
４
）
。

の
い
ず
れ
か
で
延
べ

の
い
ず
れ
か
で
延
べ
３
５
３
５
０

０
釈
以
上
の
建
築
物
に
つ

以
上
の
建
築
物
に
つ
い

て
、
新
築
・
改
築
ま
た
は

て
、
新
築
・
改
築
ま
た
は
増

築
（
同
）
に
係
る
管
工
事

築
（
同
）
に
係
る
管
工
事
で

元
請
実
績
が
あ
る
―
な
ど

元
請
実
績
が
あ
る
―
な
ど
。

新
棟
は
、
港
町
キ
ャ
ン

　
新
棟
は
、
港
町
キ
ャ
ン
パ

ス
に
隣
接
す
る
県
有
地
約

ス
に
隣
接
す
る
県
有
地
約
２

３
０
３
０
０
釈
（
港
町

（
港
町
２
丁
目
丁
目
）

に
整
備
す
る
。
施
設
規
模

に
整
備
す
る
。
施
設
規
模
は

Ｓ
造
ま
た
は
Ｒ
Ｃ
造

Ｓ
造
ま
た
は
Ｒ
Ｃ
造
４
階
建

延
べ
延
べ
４
４
０

４
４
０
４
釈
。
併
せ
て
、

。
併
せ
て
、

キ
ャ
ン
パ
ス
改
修
や
舗
装

キ
ャ
ン
パ
ス
改
修
や
舗
装
・

外
構
な
ど
も
行
う
。
予
定

外
構
な
ど
も
行
う
。
予
定
で

は
、　

年
８
月
ま
で
に
設

月
ま
で
に
設
計

2525

を
ま
と
め
、
翌

を
ま
と
め
、
翌
９
月
に
着
工

月
に
着
工
。

　
カ
月
間
を
工
事
期
間
に

カ
月
間
を
工
事
期
間
に
充

1717て
、　

年
１
月
　
日
ま
で

日
ま
で
に

2727

3131

竣
工
さ
せ
る
。
工
期
は
同

竣
工
さ
せ
る
。
工
期
は
同
年

２
月
　
日
ま
で

日
ま
で
。

2828
先
月
末
に
ま
と
め
た
「

　
先
月
末
に
ま
と
め
た
「
新

棟
整
備
基
本
計
画
」
に
よ

棟
整
備
基
本
計
画
」
に
よ
る

と
、
目
指
す
施
設
像

と
、
目
指
す
施
設
像
は
供
地

域
や
企
業
に
開
か
れ
た
「

域
や
企
業
に
開
か
れ
た
「
新

た
な
教
育
研
究
・
イ
ノ
ベ

た
な
教
育
研
究
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
共
創
拠
点
」
の

シ
ョ
ン
共
創
拠
点
」
の
実

現
僑
。
１
階
に
は
「
イ
ノ
ベ

階
に
は
「
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
共
創
拠
点
機
能
（

シ
ョ
ン
共
創
拠
点
機
能
（
共

創
ゾ
ー
ン
）
」
、

創
ゾ
ー
ン
）
」
、
２
階
に
は
「

階
に
は
「
教

育
拠
点
機
能
（
教
育
ゾ

育
拠
点
機
能
（
教
育
ゾ
ー

ン
）
」
、

ン
）
」
、
３
・
４
階
に
は
「

階
に
は
「
研

究
拠
点
機
能
（
研
究
ゾ

究
拠
点
機
能
（
研
究
ゾ
ー

Ａ
、
Ａ
・
Ｂ
、
Ｂ
・
Ｂ
）
。

Ａ
、
Ａ
・
Ｂ
、
Ｂ
・
Ｂ
）
。
県

内
に
本
店
ま
た
は
支
店
等

内
に
本
店
ま
た
は
支
店
等
を

有
す
る
。
最
大
出
資
比
率

有
す
る
。
最
大
出
資
比
率
の

構
成
企
業

構
成
企
業
は
　
年
度
以
降

年
度
以
降
、

0909

Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
・
Ｒ
Ｃ
造
・
Ｓ

Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
・
Ｒ
Ｃ
造
・
Ｓ
造

の
い
ず
れ
か
で
延
べ

の
い
ず
れ
か
で
延
べ
３
５
３
５
０

０
釈
以
上
の
建
築
物
に
つ

以
上
の
建
築
物
に
つ
い

て
、
新
築
・
改
築
ま
た
は

て
、
新
築
・
改
築
ま
た
は
増

築
（
延
べ

築
（
延
べ
３
５
０

３
５
０
０
釈
以
上
）

以
上
）

に
係
る
建
築
一
式
工
事
で

に
係
る
建
築
一
式
工
事
で
元

請
実
績
が
あ
る
―
な
ど
。

請
実
績
が
あ
る
―
な
ど
。
電

気
で
単
体
の
場
合
は
Ａ
。

気
で
単
体
の
場
合
は
Ａ
。
Ｊ

Ｖ
の
場
合
は
Ａ
ま
た
は
Ｂ

Ｖ
の
場
合
は
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の

組
合
せ
（
Ａ
・
Ａ
、
Ａ
・
Ｂ

組
合
せ
（
Ａ
・
Ａ
、
Ａ
・
Ｂ
、

Ｂ
・
Ｂ
）
。
県
内
に
本
店
ま

Ｂ
・
Ｂ
）
。
県
内
に
本
店
ま
た

は
支
店
等
を
有
す
る
。
最

は
支
店
等
を
有
す
る
。
最
大

出
資
比
率
の
構
成
企
業

出
資
比
率
の
構
成
企
業
は
　0909

年
度
以
降
、
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
・

年
度
以
降
、
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
・
Ｒ

Ｃ
造
・
Ｓ
造
の
い
ず
れ
か

Ｃ
造
・
Ｓ
造
の
い
ず
れ
か
で

延
べ
延
べ
３
５
０

３
５
０
０
釈
以
上
の
建

以
上
の
建

築
物
に
つ
い
て
、
新
築
・

築
物
に
つ
い
て
、
新
築
・
改

築
ま
た
は
増
築
（
同
）
に

築
ま
た
は
増
築
（
同
）
に
係

る
電
気
工
事
で
元
請
実
績

る
電
気
工
事
で
元
請
実
績
が

あ
る
―
な
ど
。
管
で
単
体

あ
る
―
な
ど
。
管
で
単
体
の

場
合
は
Ａ
。
Ｊ
Ｖ
の
場
合

場
合
は
Ａ
。
Ｊ
Ｖ
の
場
合
は

Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
組
合
せ
（
Ａ

Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
組
合
せ
（
Ａ
・

Ａ
、
Ａ
・
Ｂ
、
Ｂ
・
Ｂ
）
。

Ａ
、
Ａ
・
Ｂ
、
Ｂ
・
Ｂ
）
。
県

内
に
本
店
ま
た
は
支
店
等

内
に
本
店
ま
た
は
支
店
等
を

有
す
る
。
最
大
出
資
比
率

有
す
る
。
最
大
出
資
比
率
の

構
成
企
業

構
成
企
業
は
　
年
度
以
降

年
度
以
降
、

0909

Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
・
Ｒ
Ｃ
造
・
Ｓ

Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
・
Ｒ
Ｃ
造
・
Ｓ
造

定
価
格
は

億

定
価
格
は
　
億
２
０
０
０

２
０
０
０
万

2929

円
（
税
込
）
。

月

日
ま

円
（
税
込
）
。　

月
　
日
ま
で

1010

1818

参
加
資
格
要
件
確
認
書
・

参
加
資
格
要
件
確
認
書
・
現

地
調
査
申
請
書
を
受
け
付

地
調
査
申
請
書
を
受
け
付
け

る
。応

募
者
は
「
設
計
」「
建
設

　
応
募
者
は
「
設
計
」「
建
設
」

「
工
事
監
理
」
を
担
う
グ
ル

「
工
事
監
理
」
を
担
う
グ
ル
ー

プ
で
構
成
。
参
加
資
格
は
「

プ
で
構
成
。
参
加
資
格
は
「
設

計
」「
工
事
監
理
」
で
一
級

計
」「
工
事
監
理
」
で
一
級
建

築
士
事
務
所

築
士
事
務
所
。　
年
度
以
降
、

年
度
以
降
、

0909

延
べ
延
べ
３
５
０

３
５
０
０
釈
以
上
の
Ｓ

以
上
の
Ｓ

Ｒ
Ｃ
造
・
Ｒ
Ｃ
造
・
Ｓ
造

Ｒ
Ｃ
造
・
Ｒ
Ｃ
造
・
Ｓ
造
の

い
ず
れ
か
の
大
学
研
究
施

い
ず
れ
か
の
大
学
研
究
施
設

の
実
施
設
計
・
工
事
監
理
（

の
実
施
設
計
・
工
事
監
理
（
複

合
施
設
・
増
築
・
改
築
延

合
施
設
・
増
築
・
改
築
延
べ

３
５
０

３
５
０
０
釈
以
上
）
。
ま

以
上
）
。
ま
た

は
、
延
べ

は
、
延
べ
３
５
０

３
５
０
０
釈
以
上
以
上

の
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
・
Ｒ
Ｃ
造
・

の
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
・
Ｒ
Ｃ
造
・
Ｓ

造
い
ず
れ
か
の
官
公
庁
の

造
い
ず
れ
か
の
官
公
庁
の
庁

舎
ま
た
は
民
間
企
業
の
事

舎
ま
た
は
民
間
企
業
の
事
務

所
の
実
施
設
計
・
工
事
監

所
の
実
施
設
計
・
工
事
監
理

（
同
）
の
い
ず
れ
か
で
元
請

（
同
）
の
い
ず
れ
か
で
元
請
実

績
が
あ
る
―
な
ど
。
「
建
設

績
が
あ
る
―
な
ど
。
「
建
設
」

で
は
、
建
築
一
式
で
単
体

で
は
、
建
築
一
式
で
単
体
の

場
合
は
Ａ
。
Ｊ
Ｖ
の
場
合

場
合
は
Ａ
。
Ｊ
Ｖ
の
場
合
は

Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
組
合
せ
（
Ａ

Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
組
合
せ
（
Ａ
・

市
立
大
学
新
棟
整
備
事
業

市
立
大
学
新
棟
整
備
事
業
」

を
公
告
し
た
。
同
事
業
で
は

を
公
告
し
た
。
同
事
業
で
は
、

新
棟
整
備
に
係
る
基
本
・

新
棟
整
備
に
係
る
基
本
・
実

施
設
計
及
び
施
工
・
工
事

施
設
計
及
び
施
工
・
工
事
監

理
な
ど
を
一
括
で
行
う
。

理
な
ど
を
一
括
で
行
う
。
予

　
福
山
市
立
大
学
は

福
山
市
立
大
学
は
１
日
、

２
０
２
７

２
０
２
７
年
４
月
の
情
報

月
の
情
報
工

学
部
新
設
に
向
け
、
一
般

学
部
新
設
に
向
け
、
一
般
競

争
入
札
総
合
評
価
に
よ
る

争
入
札
総
合
評
価
に
よ
る
基

本
設
計
Ｄ
Ｂ
方
式
で
「
福

本
設
計
Ｄ
Ｂ
方
式
で
「
福
山

福山市立大

 

新
棟
整
備
事
業
を
公
告

基
本
設
計

Ｄ
Ｂ
方
式

予
定
価
格
㮇
億
㮇
万
円
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は
　
月
　
日
ま
で
に
技
術

日
ま
で
に
技
術
提

1212

1313

案
書
の
提
出
を
求
め
る
。

案
書
の
提
出
を
求
め
る
。
評

価
テ
ー
マ
は
「
狭
小
な
敷

価
テ
ー
マ
は
「
狭
小
な
敷
地

に
対
し
て
充
実
し
た
保
育

に
対
し
て
充
実
し
た
保
育
環

境
を
確
保
す
る
た
め
の

境
を
確
保
す
る
た
め
の
工

夫
」
「
地
域
の
子
育
て
家

夫
」
「
地
域
の
子
育
て
家
庭

に
開
か
れ
た
相
談
・
支
援

に
開
か
れ
た
相
談
・
支
援
の

場
と
し
て
の
施
設
」
「
子

場
と
し
て
の
施
設
」
「
子
ど

も
が
通
い
た
い
、
保
護
者

も
が
通
い
た
い
、
保
護
者
が

通
わ
せ
た
い
と
願
う
外
観

通
わ
せ
た
い
と
願
う
外
観
デ

ザ
イ
ン
、
意
匠
性
と
実
用

ザ
イ
ン
、
意
匠
性
と
実
用
性

が
整
理
さ
れ
た
施
設
」
の

が
整
理
さ
れ
た
施
設
」
の
３

項
目
。
提
案
さ
れ
た
技
術

項
目
。
提
案
さ
れ
た
技
術
提

案
を
基
に

案
を
基
に
、　

月
　
日
に
日
に
２

1212

2525

次
審
査
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

次
審
査
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
。
審
査
委
員
に
よ
る
評

施
。
審
査
委
員
に
よ
る
評
価

を
経
て
、
来
年

を
経
て
、
来
年
１
月
８
日
に

候
補
者
を
特
定
す
る
。
担

候
補
者
を
特
定
す
る
。
担
当

も
の
で
、
履
行
期
限
は

も
の
で
、
履
行
期
限
は
２
０

２
６
２
６
年
２
月
　
日
ま
で
。

日
ま
で
。
基

2727

本
設
計
に
つ
い
て
は

本
設
計
に
つ
い
て
は
、　

年
2525

５
月
　

日
ま
で
に
ま
と

日
ま
で
に
ま
と
め

3030

る
。
設
計
委
託
費
の
上
限

る
。
設
計
委
託
費
の
上
限
額

は
６
３
０

６
３
０
万
円
（
税
込
）

万
円
（
税
込
）
。

　
１
次
審
査
で

次
審
査
で
５
者
程
度

者
程
度
を

選
定
。
選
定
結
果

選
定
。
選
定
結
果
は
　
月
　

1111

1818

日
に
通
知
す
る
。
選
定
者

日
に
通
知
す
る
。
選
定
者
に

参
加
資
格
は
、
単
体
の

　
参
加
資
格
は
、
単
体
の
場

合
で
県
内
に
本
店
ま
た
は

合
で
県
内
に
本
店
ま
た
は
支

店
等
を
有
す
る
一
級
建
築

店
等
を
有
す
る
一
級
建
築
士

事
務
所
―
な
ど
。
Ｊ
Ｖ
で

事
務
所
―
な
ど
。
Ｊ
Ｖ
で
２

者
構
成
。
県
内
に
本
店
ま

者
構
成
。
県
内
に
本
店
ま
た

は
支
店
等
を
有
す
る
一
級

は
支
店
等
を
有
す
る
一
級
建

築
士
事
務
所
―
な
ど
。
幼

築
士
事
務
所
―
な
ど
。
幼
保

連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の

連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
基

本
・
実
施
設
計
を
委
託
す

本
・
実
施
設
計
を
委
託
す
る

福
山
市
は

　
福
山
市
は
１
日
、
公
募

日
、
公
募
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
「
（
仮
称

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
「
（
仮
称
）

福
山
市
立
あ
け
ぼ
の
こ
ど

福
山
市
立
あ
け
ぼ
の
こ
ど
も

園
新
築
工
事
設
計
」
を
公

園
新
築
工
事
設
計
」
を
公
告

し
た
。
単
体
事
務
所
ま
た

し
た
。
単
体
事
務
所
ま
た
は

２
者
構
成
の
設
計
Ｊ
Ｖ
を

者
構
成
の
設
計
Ｊ
Ｖ
を
対

象
に
象
に
、　

月
　
日
ま
で
参

日
ま
で
参
加

1010

3131

を
募
る
。
質
問
の
受
付

を
募
る
。
質
問
の
受
付
は
　1818

日
ま
で

日
ま
で
。

福 山 市

「
あ
け
ぼ
の
こ
ど
も
園
」整
備
へ
設
計
プ
ロ
ポ

単
体
ま
た
は
Ｊ
Ｖ
、㮇
日
ま
で
募
集

31

を
配
置
。
幼
稚
園
と
保
育

を
配
置
。
幼
稚
園
と
保
育
所

機
能
の
一
体
的
な
提
供
を

機
能
の
一
体
的
な
提
供
を
行

う
と
と
も
に
「
こ
と
ば
の

う
と
と
も
に
「
こ
と
ば
の
相

談
室
」
な
ど
も
併
設
す
る

談
室
」
な
ど
も
併
設
す
る
。

現
あ
け
ぼ
の
幼
稚
園

　
現
あ
け
ぼ
の
幼
稚
園
は
　2525

年
度
末
で
閉
園
。
閉
園
後

年
度
末
で
閉
園
。
閉
園
後
か

ら
順
次
、
既
存
園
舎
の
解

ら
順
次
、
既
存
園
舎
の
解
体

工
事
及
び
新
園
舎
の
建
設

工
事
及
び
新
園
舎
の
建
設
工

事
を
進
め
る
。
建
設
工
事

事
を
進
め
る
。
建
設
工
事
費

は
、
保
健
福
祉
局
ネ
ウ
ボ

は
、
保
健
福
祉
局
ネ
ウ
ボ
ラ

推
進
部
保
育
施
設
課
（
電

推
進
部
保
育
施
設
課
（
電
話

０
８
４

０
８
４
―
９
２
８

９
２
８
―
１
１
１
１
４

５
）
。

「
（
仮
称
）
福
山
市
立
あ

　
「
（
仮
称
）
福
山
市
立
あ
け

ぼ
の
こ
ど
も
園
」
は
、
あ

ぼ
の
こ
ど
も
園
」
は
、
あ
け

ぼ
の
幼
稚
園
（
曙
町

ぼ
の
幼
稚
園
（
曙
町
５
丁

目
）
、
手
城
幼
稚
園
（
南
手

目
）
、
手
城
幼
稚
園
（
南
手
城

町
４
丁
目
）
、
あ
け
ぼ
の

丁
目
）
、
あ
け
ぼ
の
保

育
所
（
曙
町

育
所
（
曙
町
３
丁
目
）
を

丁
目
）
を
統

合
。
現
あ
け
ぼ
の
幼
稚
園

合
。
現
あ
け
ぼ
の
幼
稚
園
の

敷
地
敷
地
２
６
５

２
６
５
５
釈
（
曙
町

（
曙
町
５

―
　
―
２
）
に
新
築
す
る

）
に
新
築
す
る
。

1616
計
画
に
よ
る
と
、
定
員
は

計
画
に
よ
る
と
、
定
員
は
２

０
０
０
０
人
前
後
を
予
定
し
て

人
前
後
を
予
定
し
て
お

り
、
新
園
舎
に
は
保
育
室

り
、
新
園
舎
に
は
保
育
室
や

乳
児
室
・
ほ
ふ
く
室
、
遊

乳
児
室
・
ほ
ふ
く
室
、
遊
戯

室
、
職
員
室
、
調
理
室
な

室
、
職
員
室
、
調
理
室
な
ど

に
つ
い
て
は
、
解
体
費
を

に
つ
い
て
は
、
解
体
費
を
除

く
建
築
主
体
（
杭
・
付
属

く
建
築
主
体
（
杭
・
付
属
施

設
・
カ
ー
テ
ン
・
外
構
等

設
・
カ
ー
テ
ン
・
外
構
等
含

む
）
に

む
）
に
９
億
２
２
７
０

２
２
７
０
万

円
、
設
備
（
太
陽
光
発
電

円
、
設
備
（
太
陽
光
発
電
設

備
含
む
）
に

備
含
む
）
に
３
億
５
５
１

５
５
１
０

万
円
の

万
円
の
計
　
億
７
７
８
０

７
７
８
０
万

1212

円
（
税
込
）
以
内
が
想
定

円
（
税
込
）
以
内
が
想
定
さ

れ
て
お
り

れ
て
お
り
、　

年
４
月
１
日

2828

の
開
園
が
予
定
さ
れ
て

の
開
園
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。

３
８
６
７

３
８
６
７
万
円
を
予
算
化

万
円
を
予
算
化
し

て
い
た

て
い
た
。

業
務
受
託
者
を
決
め
る

　
業
務
受
託
者
を
決
め
る
入

札
は
、
先

札
は
、
先
月
　
日
指
名
競

日
指
名
競
争

2626

で
行
わ
れ
た
。
落
札
額
は

で
行
わ
れ
た
。
落
札
額
は
２

１
７
９

１
７
９
万
８
０
０
０

８
０
０
０
円
（
円
（
税

抜
）
。
入
札
に
は
他
に

抜
）
。
入
札
に
は
他
に
９
社

（
復
建
調
査
設
計
、
セ
ト

（
復
建
調
査
設
計
、
セ
ト
ウ

チ
、
広
測
コ
ン
サ
ル
タ

チ
、
広
測
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
三
和
測
量
設
計
、
ウ

ト
、
三
和
測
量
設
計
、
ウ
エ

ス
コ
、
ウ
ム
ヴ
ェ
ル
ト
、

ス
コ
、
ウ
ム
ヴ
ェ
ル
ト
、
テ

ラ
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
、
ダ
イ
ホ

ラ
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
、
ダ
イ
ホ
ー

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
パ

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
パ
ス

コ
）
が
指
名
さ
れ
て
い
た

コ
）
が
指
名
さ
れ
て
い
た
。
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